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Capabotas! 


ツタンカーメンのマスク 

ふくそうひん _ 

純^ aMSSo かつての王族の墓のひとつに、畐 u 舞^として埋められている。死者の頭 
に直接かぶせられた状態のままで、すでにマスクの下はミイラ化しているという。 


081には、秀駕とコブラ ( z > n ^ 施されている0これらは権力や高し \ tfef 立を象街 rr る 


あな 


のだろう0目の縁は赤く塗られ両耳には耳飾り用の孔があけられてし\る 〇 顎の下にある 


はう 


の IdT つ l : H 睦らし1\〇し、ずれも当時の流行を彷沸とさせる0そのほかの SP 分も豪華な装飾品 


によって鮮やかに飾られている。両目には水晶と黒曜石が、胸部の飾りにはラピスラズリ、 
黒曜石などがはめ込ま tk 頭部の頭巾にはガラス質の素材で縞模様が施されている。 
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I 謎の秘宝 
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想 iebra be 娘 osfetta 

ロゼッタネト 

古代の文字が刻まれた^0平らな_は、細かな文字で * i められている。この文字群 



それそ才 aij 種の文字が刻まれている。 


鳥ゃ I 人体 cc 卜^豪った古代の文字で動、れてぃる0中段(丈上段のもの 
書体で書かれているところから、上段の文を民間の文字にしたものと思われる。 
こリシアの文字である。し、ずれも、同一 f ^ CD 文であること H ぼ I ま間違いなし、。 


もし、この石碑の文字の写しを入手することができれば、 
上段の古代文字を觸売することも不可能ではなし、だろう。 


^>eUo be 0vo 


純金製の印綬0紀元後の^紀の間に、 



かん 


*> 


漢の帝王から、極東の島 
品物であるとい5。 


# 


倭の国王に対して贈られた 


倭は、黄金の国と言われる「ジパング」のことである 


ジパングと大陸の間では、音から文!咖•経済的な交流 


が行 ; われており' 様々な文物が海を渡った。 

この EP 綬もそうしたもののひとつであり、漢_王に 


朝貢（貢物を贈る）した使者に対して与えられたのが、 
この印綬であった0 

これらの国においては、印は特別な意味合いを持つ0 
印を所有することが権力者の象徴であるとともに、それ 



あかし 


を使用すること I ま所有者の承認の証とされた。 



I 謎の秘宝 






























































Craneo be CdsM 


水息のドクロ 

水晶（クリスタル）ででさたドクロ。マヤ 


捧げる生け勢の魂を鎮めるのが目的だったと 


思われる。 

頭骸骨の全体が一塊の水晶からでさている。 
しかも、下顎の分は取り外しが可能である。 


その形状は精緻を極めており、本物の頭骸骨 


と比べて寸分の違し\もなし、 


果たして、し、かなる加工技術を駆使したら、 


水晶のように硬し鄉物をこれほど精巧な形に 


仕上げられるのだろうか。マヤの文化からは、 


とても考えられない技術である。し、ずれか 


義式に使用したものらしい。邪神に 


れた、としか考えられなし、。 















































^t^mometro 


候風地動儀 


南 


地震計。2世紀頃、東方の大国•漢の科学者によって作られた。大きな瓶のようなもの 




の上部には、口に球をくわえた竜の像が取り付けら札下部には口を開いた蛙がいる。 

地震を感知すると、上部の竜が口にくわえている球を蛙の口の中に落とす。それそれが 
8方向を向いており、球の落ちた方向で震源の方角もわかるよ5になつている。 


この并瓦の中に I ま錘が吊るされていて、地震でそれが揺れると、それとつながつている側 
の竜の口が開吉、球が落ちるという仕掛けである。この仕掛けの精巧さは、高度な科学の 
存在を示すとともに、その装飾 I 生におし、ても文イ b 0高さをうかがわせる。 


I 謎の秘宝 














































































人魚 


上半身が人下半身が魚の姿をしている。夜に波間の岩場で髪をとかしながら、とても 


〇た 


魅力的な声で歌を唄う。その声を聞いた者は思わず海中へと誘われてしまうらしし\〇 

現れるの I 由 WD 前兆だとする説と、航海の安全を保証する吉兆だとする説がある0 


せ- 


また、 別の俗説では、 Am の肉を食らうと不死の(本になれるが、その効力の強さに耐えら 


しん 


れ/よいものは変質して死んでしまうという。し、ずれにせよ、真偽のほどは定かではなし、 
同じ海に生きるものとして、人魚に親しみを持つ船乗りも少なくな tv 人魚の中にも、 
人間と恋に墜ちて、そのまま陸の上で一^を送る者がし、たという話である。 
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II 謎の生物 



































^>erptente be iHar 

シーサーペン ト 


7 K ^> MEo 竜であるとする説もある。大海に生息しており、その体長は〗 Q メ—トルと 
いうものから100メートルというものまで、報告によってまちまちである。 

ある目撃例によれば海中から突然現れたシーサー > ベントが、遊泳中の鯨にその長い体 
を卷さ付けて、海中へと引をずり込んでいってしまったらしし、 

遠洋への航海が行^れるようになってからとし〉うもの、シーサントの目擊^!1は多数 
報告されている。幸いに、シーサーベントによる被害は今のところ幸睢されてしぬいが、 
被害にあったとしても、それを報告するのはます_であろろ。 


II 謎の生物 


◄フ 









































































ifHtnotauro 

ミノタウロス 


半人半牛の陸物。体を見れば人と同じだが、頭部は牛という異様な姿をしている0その 


ぼう 


性格は凶暴で、頑強な体を持ち、斧や頭の角を武器とした。 

ミノタウロスについての記述は、ギリシア?$1舌に見られる。クレタ島にミノスという王 




がし\た頃の話だ。ミノス王の妃•パシパエが、女神の仕業によって雄牛を愛し、子を成す0 
そして生まれたのが、ミノタウロス（ニミノスの牛）である。 

ミノタウロスは、ラビュリントス（迷宮）に住み、生け蟄の子供や罪人を襲って食べて 
いた。レカ、し、アテナイの青年•テ ー セウスの手によって、寝ているところを殺される0 
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II 謎の生物 


























































Mntcornto 



馬に似た姿形をしているが、額から1^30■'モ Otz ンチほどの長さの角が1本生えている。 
その角には不思議な力が秘められ v あらゆる邪悪を打ち払うとも、いかなる病であろうと 
癒してしまうとも言われている。 

とても頭がよく、窗取ひが強いため、捕らえることは非常に困難である。しかし、伝説 
によれば、汚れを知らなし\乙女にだけ|力ひを許すということである0 
似た生物の発見例は報告されているが、その存在は確認されてし\なし V 幸齡によれば、 


i. 


角が P 本だったり、体が鏡のような皮膚で疆われているなど、未だその実体は謎である。 


II 謎の生物 


◄ 9 









































































































編关に並べられた巨石群0中心は、二重の海になつている。外側には模5を—た立石 
が並び、内側には3本1組の立石 （ 2本の立石の上に1本の横石）が馬蹄形に並んでいる。 

石器時代に造られたものらしし、古代の Ml であるとも、天文観測所であるとも言われ 
ているが、その M 查は建造方法とともに謎である0ただし、石の並び方には法貝 1 あり、 
それが太陽.月の運行 : と関連があることから、この頃すでにある程度の天文学が発達して 
し\たと推測される。似たような巨石群は各地で発見されているが、果たしてこれらは共通 

の文明( X 手によるものなのだろうか。 

III 謎の遺跡 
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fci 觀 

fai 
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1 / 纖祕 
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イースタ ー 島のモ 5 ^f 像 

ある絶;見された立像群0巨大な石から造られた人面の像で、面長な顔に長 
し、耳を持ち、像によっては帽子のようなものを頭に蠢れ±てし、る。し、ずれも無表情な面もち 
で、海もしくは島に向かって立っている。 

これらの像がし、かなる目的で造られたのか明らかで I 主なし v 宗教的な理 a によるものか、 
あるい I あ島の支配者が権威を誇示するために作らせたちのなのか。 

島の名前 I 上土地の言葉で 「テ •ピト•才•テ • へヌア J というらしし\〇 「 tl ^ のへソ」 
という意味である0周りを海に囲まれ X 孤立した この 島に[去3、さわし IVS 前かも知れない。 


II !謎の雜 






















































































































































































































CagttHo 

万里の長城 


III 謎 £7> it ^ 

















































































































































































































































































































































































































世界で最も長大な城0東方の大国*编の始皇帝によって築かれた。その長さは、およそ 
2000=^ 口以上におよぶといろ。その城壁は、今もなお改修•増築が行われ^以前からあ 
る城壁を包含しながら伸び続けているという噂である。 

なせ’、このような長し W を築かなければならなかったのか。一説によれば、農耕民族が 
騎馬民族の侵入から自分たちの領土を守るために築いた、ということらしし、 

あるいは、ときの権力者が自分の力を万民に知らしめるために築いた、とする説もある。 
こうした理由で大規模な土木事業が行われるのは、し、つの時代も同じようである0 

































































































































































































































































































































































































































^tramtbe,€s；ftnge 

ピラミツド,スフインクス 


III 謎 



































































































































































































































































































































































































































































































































































世 _ 7 不思議の 1 つでちある、巨大な石の 


かくす 


ピラミッドと呼(まれるの(丈四角錐状に巨石を積み上1ゴた建造物である0その大きさは 
さまざまで、大きなものは 10 D メートル以上の高さを誇る。中は迷宮になっていて、古代 


うわさ 


の王家0[塵が隠されている。そこにはミイラとともに秘宝が眠っているとの噂である0 
—方スフィンクスと呼ばれるのは、人間の顔と獅子^胴を持った巨像である。その高さ 
は約20メートルにもおよび、周囲を威圧するかのように真っ直ぐと前方を見据えている。 
—説によれば、王家の墓もしくは財宝を守るための番人であるということである0 


III 謎の 
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